
第２回
豊かさ共創フォーラム
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令和6年2月1日(木)
15:00-17:00

⼭梨県



本日の会議のタイムテーブル

2

15:00 開会挨拶

15:05 事務局説明

15:30 ディスカッション

○令和６年度のキャリアアップ・ユニバーシティの運営について

・CUU提供サービス（講座、対象者など）
・スリーアップ宣言とCUU参加の連動性向上に向けた現状把握
・CUU認知獲得と参加者増大に向けた広報戦略

16:50 まとめ

17:00 終了



INDEX

3

 第1回フォーラムの確認と、その後の経過
スリーアップ宣言企業の状況・講座運営状況

 各ワーキンググループ（WG）における議論
 令和６年度におけるCUU提供サービスについて

（講座、対象者など）
 スリーアップ宣言とCUU参加の連動性向上に向けた現状把握
 CUU認知獲得と参加者増⼤に向けた広報戦略
 フォーラムでご議論いただきたいこと



 第1回フォーラムの確認と、その後の経過
スリーアップ宣言企業の状況・講座運営状況
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第１回フォーラムの確認

第２回フォーラムの
フォーカスポイント

第１回フォーラムでは、本プロジェクトが目指す姿をお示ししました。
将来の「スリーアップ循環が当たり前」の状況になるべくプロジェクトを推進して
まいりますが、第２回フォーラムではフェーズ１に関する議論をお願いいたします。

第1回フォーラム資料より
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第１回フォーラムの確認
本プロジェクトでは、スリーアップ推進協議会が促進する「スリーアップ宣言」を
した企業が、CUUへ経営幹部層・従業員を派遣できる仕組みとしています。(○印)

第1回フォーラム資料より



 CUU応募開始(R5/11/22)
 CUU開講記念セミナー(R6/1/10)
 CUU開講(R6/1/17)
 受講予定者

経営マネジメント22名/DX実践21名/
ホスピタリティ・共感24名

第１回フォーラム以降の経過
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第1回フォーラム資料より

 豊かさ共創スリーアップ推進協議会設⽴
(R5/10/11) 

 スリーアップ宣言企業の促進活動
 1月23日現在 146社



１ これまでの取り組み
（１）発起人会の設置（R5. 8月）

協議会の設⽴に向け、産業界を代表する企業等からなる組織を⽴ち上げ
（準備会の位置づけ、17企業等 ※各団体からの推薦）

（２）協議会の設⽴（R5.10月）
・目的︓スリーアップ好循環の県内波及による地域経済の活性化や更なる発展
・実施事業︓気運醸成、県内企業への普及、⽀援制度の活⽤促進、情報共有・交流、豊かさ共創フォーラム

への意⾒集約、キャリアアップ・ユニバーシティの活⽤促進
・会員︓スリーアップ推進宣⾔を⾏った企業等
・宣⾔の内容（＝入会条件）

【労使の共益関係の構築】
① 企業の将来像について経営者と従業員が共通の理解を持つ場を設けている。
② 従業員の意⾒や要望をくみ取る機会を設けている。

【好循環への⾏動】
③ CUUが提供する講座など生産性向上に資するリスキリングの機会に参加する意向がある。
④ 働き手のスキルアップによる生産性向上や業務改善、働きやすい職場環境づくりに取り組んでいる。

又は取り組む意向がある。
⑤ 適切な評価を⾏い、賃⾦アップなど就労環境の改善に取り組んでいる。又は取り組む意向がある。

・役員等︓別紙のとおり ※県等⾏政機関は顧問、商⼯関係団体等はオブザーバー
・会 議︓総会、理事会とする。理事会が総会の委任を受けて業務の執⾏に関する事項を決定

豊かさ共創スリーアップ推進協議会について
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２ 県内への普及
① 広報活動
② ユニバーシティ開講記念セミナーの開催

開催⽇・場所︓R6.1.10（水） ベルクラシック甲府
内 容︓開講記念講演（淺⽥耕治⽒ キャリアコンサルタント）

リレートーク(古屋会⻑、髙野職業能⼒開発協会⻑、窪⽥連合⼭梨会⻑、
淺⽥セミナー講師、知事)

参加者︓企業の経営者、人事担当責任者 等 約100名

３ 宣⾔企業数 146社(R6.1.23現在)

４ 今後の予定
・R6.3.11 スリーアップ推進セミナーの開催

豊かさ共創スリーアップ推進協議会について
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豊かさ共創スリーアップ推進協議会名簿
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スリーアップ推進宣言企業一覧
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スリーアップ推進宣言企業一覧 146 社

企業等名 所在市町村 業種(大分類)

1 (株)山梨中央銀行 甲府市 金融・保険

2 (株)吉字屋本店 甲府市 卸売・小売

3 長谷川醸造(株) 南アルプス市 製造

4 富士急行(株) 富士吉田市 運輸・郵便

5 山梨交通(株) 甲府市 運輸・郵便

6 中部食品(株) 甲府市 製造

7 (株)イリックス 甲府市 不動産・物品賃貸

8 甲府信用金庫 甲府市 金融・保険

9 山梨信用金庫 甲府市 金融・保険

10 (株)ササキ 韮崎市 製造

11 (株)ワイ・シー・シー 甲府市 情報通信

12 (株)はくばく 中央市 製造

13 豊前医化(株) 中央市 卸売・小売

14 (株)ツルタ 西桂町 卸売・小売

15 山梨県民信用組合 甲府市 金融・保険

16 (株)マルアイ 市川三郷町 製造

17 都留信用組合 都留市 金融・保険

18 株式会社エフエム甲府 甲府市 情報通信

19 山本基礎工業株式会社 甲府市 建設

20 株式会社山梨文化会館 甲府市 不動産・物品賃貸

21 株式会社山梨日日新聞社 甲府市 情報通信

22 株式会社山梨放送 甲府市 情報通信

23 株式会社アドブレーン社 甲府市 情報通信

24 株式会社サンニチ印刷 甲府市 製造

25 株式会社ウインテックコミュニケーションズ 甲府市 情報通信

26 株式会社デジタルアライアンス 甲府市 情報通信

27 株式会社ニューメディアセンター 甲府市 情報通信

28 株式会社YBST&L 甲府市 生活関連サービス・娯楽

29 株式会社センティス21 甲府市 サービス（他）

30 株式会社坂本建運 甲府市 建設

31 株式会社田丸 笛吹市 サービス（他）

32 株式会社ヴァンフォーレ山梨スポーツクラブ 甲府市 生活関連サービス・娯楽

33 藤原時計店 山梨市 卸売・小売

34 株式会社クリーニング志村 甲府市 生活関連サービス・娯楽

35 株式会社ファイン企画 甲府市 不動産・物品賃貸

36 ヒューコムエンジニアリング株式会社 中央市 サービス（他）

37 株式会社日本ネットワークサービス 甲府市 情報通信

38 株式会社YSKe-com 甲府市 情報通信

39 株式会社NEXTSTYLE 甲府市 不動産・物品賃貸

40 山梨ユニフォーム株式会社 南アルプス市 卸売・小売

41 株式会社メイキョー 甲府市 学術研究、専門・技術サービス

42 株式会社山十産業 南アルプス市 サービス（他）

43 風間興業株式会社 笛吹市 建設

44 日本連合警備株式会社 甲府市 サービス（他）

45 株式会社アシストエンジニアリング 中央市 サービス（他）

46 株式会社辰己モータース 中央市 卸売・小売

47 株式会社クロスロープ 笛吹市 宿泊、飲食サービス

48 ライクス株式会社 笛吹市 製造

49 株式会社工房スギヤマ 甲府市 製造

50 株式会社下部ホテル 身延町 宿泊、飲食サービス

51 株式会社河口湖庭園 富士河口湖町 生活関連サービス・娯楽

52 栄建設工業株式会社 富士川町 建設

53 山梨中央林材株式会社 南アルプス市 製造

54 株式会社河口湖庭園 富士河口湖町 卸売・小売

55 有限会社マック 富士河口湖町 卸売・小売

56 株式会社ファミリーオート 富士河口湖町 サービス（他）

57 丸甲南部木材株式会社 南部町 製造

58 南部自動車工業株式会社 南部町 サービス（他）

59 山下総業（株） 富士河口湖町 宿泊、飲食サービス

60 （株）船山 南部町 宿泊、飲食サービス

61 そらのした 富士吉田市 卸売・小売

62 株式会社ＺＥＮ 甲府市 宿泊、飲食サービス

63 大和ゴム工業株式会社 南部町 製造

64 株式会社河口湖梱包流通 鳴沢村 運輸

65 オギノ食糧株式会社 甲府市 製造

66 有限会社牛奥商店 甲府市 卸売・小売

67 株式会社アシストエンジニアリング 中央市 サービス（他）

68 株式会社ヤマゲン 甲府市 卸売・小売

69 山梨中銀経営コンサルティング株式会社 甲府市 学術研究、専門・技術サービス

70 山梨中央保証株式会社 甲府市 サービス（他）

71 山梨中銀リース株式会社 甲府市 サービス（他）

72 山梨中銀ディーシーカード株式会社 甲府市 金融・保険

73 やまなし未来インベストメント株式会社 甲府市 金融・保険

74 株式会社古柏園 笛吹市 宿泊、飲食サービス

75 合同会社manabiya 身延町 宿泊、飲食サービス

76 有限会社かげつ 笛吹市 宿泊、飲食サービス

77 株式会社加取 富士河口湖町 建設

78 株式会社常磐ホテル 甲府市 宿泊、飲食サービス

79 司法書士法人こうの事務所 甲府市 学術研究、専門・技術サービス

80 KEIPE株式会社 甲府市 サービス（他）

81 株式会社システムインナカゴミ 中央市 情報通信

82 西東京予備校 甲府市 学術研究、専門・技術サービス

83 株式会社早野組 甲府市 建設

84 株式会社鶴林精舎 身延町 宿泊、飲食サービス

85 株式会社西山温泉慶雲館 早川町 宿泊、飲食サービス

86 株式会社サン．フーズ 甲州市 製造

87 アイドラス株式会社 中央市 学術研究、専門・技術サービス

88 株式会社ロード 甲府市 建設

89 医療法人石和温泉病院 笛吹市 医療、福祉

90 マルヨシ自動車株式会社 甲府市 サービス（他）

91 株式会社湯ーとぴあ 甲斐市 生活関連サービス・娯楽

92 アカオライフプロジェクト株式会社 甲府市 不動産、物品賃貸

93 山梨流通株式会社 中央市 運輸、郵便

94 株式会社エニシア 甲府市 金融、保険

95 Cafe Belle Raisin 果実の見える宿 小澤果樹園 甲州市 宿泊、飲食サービス

96 特定非営利活動法人南風会 富士川町 製造

97 株式会社　小林リース 笛吹市 不動産、物品賃貸

98 Ｄ．Ｍ．Ｃ株式会社 甲州市 サービス（他）

99 有限会社三井シーズテック 甲斐市 学術研究、専門・技術サービス

100 株式会社イトウ・アット・ホーム 甲斐市 建設

101 甲斐日産自動車株式会社 甲府市 卸売・小売

102 株式会社　土橋製作所 笛吹市 製造

103 中央海産（株） 甲府市 運輸

104 白百合醸造株式会社 甲州市 製造

105 株式会社クロスフォー 甲府市 製造

106 株式会社望月組土木 甲府市 建設

107 アトリエアトリ 甲州市 卸売・小売

108 株式会社三吉 大月市 卸売・小売

109 有限会社BUILD 甲州市 製造

110 総合広告代理店アイキャン 甲府市 学術研究、専門・技術サービス

111 株式会社ヒカレヤマナシ 昭和町 サービス（他）

112 株式会社M’s-A 甲府市 建設

113 株式会社クリーンライフ 中央市 サービス（他）

114 有限会社ベスト保険事務所 南アルプス市 金融、保険

115 株式会社山内煙火店 笛吹市 製造

116 株式会社三興建設 富士川町 建設

117 有限会社小林リネンサービス 笛吹市 サービス（他）

118 株式会社ネオシステム 甲府市 情報通信

119 社会福祉法人喜栄会 中央市 医療、福祉

120 合同会社大洋 甲府市 サービス（他）

121 甲信東京ホールセール株式会社 山梨市 生活関連サービス・娯楽

122 日医工山梨グループ 中央市 卸売・小売

123 株式会社ヤマウラ山梨支店 甲斐市 建設

124 有限会社奈良製作所 大月市 製造

125 株式会社ダイタ 甲府市 不動産・物品賃貸

126 株式会社フォネット 甲府市 卸売・小売

127 株式会社ポート 甲府市 卸売・小売

128 株式会社タノシイト 甲府市 卸売・小売

129 株式会社オービーエム山梨 甲府市 卸売・小売

130 株式会社フリート 甲府市 サービス（他）

131 株式会社クリエイト 甲府市 学術研究、専門・技術サービス

132 株式会社Jバウンド 甲府市 サービス（他）

133 株式会社スマート 甲府市 情報通信

134 株式会社RI’s 甲府市 情報通信

135 株式会社サンルート 甲府市 製造

136 株式会社小野石材店 甲府市 製造

137 株式会社アドヴォネクスト 中央市 製造

138 株式会社トヨタレンタリース山梨 甲府市 不動産・物品賃貸

139 株式会社電溶工業 昭和町 製造

140 株式会社Katerial 甲斐市 卸売・小売

141 有限会社　久保田商事 南アルプス市 卸売・小売

142 株式会社カインズ 韮崎市 卸売・小売

143 山梨トヨペット株式会社 甲府市 卸売・小売

144 株式会社メディアブレイン 甲府市 サービス（他）

145 株式会社ハッピーカンパニー 山梨市 卸売・小売

146 トヨタL＆F山梨株式会社 昭和町 卸売・小売

146社(R6.1.23現在)



 各ワーキンググループ（WG）における議論
（基盤構築検証WG、講座認定WG、広報戦略WG）
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WGメンバー
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→１回開催

→２回開催

→３回開催

敬称略・WGごとに五十音順



第1回フォーラムにおける議論

14

山梨県

スリーUP宣言

 第１回豊かさ共創フォーラム 論点の俯瞰図

企業

経営者 従業員認識
合わせ

リスキリングの定義付け → 会社の意思であること

会社側と意識統一
キャリア意識の形成

マインドセット
修了後の評価/異動等

の覚悟 （労使共同）

人材流動に対する考え方
人材流動は活発化

する想定
育成した人材は
囲い込みたい

• 出る者は仕方がない。入ってくる者もある。
• ジョブ型雇用の浸透。
• 県レベルで県内マッチング機能も検討。
• 仏国/労使官によるスキルの金額テーブル可視化。

トップライン
の向上？

効率性向上で
利益の向上？

「収益UP」の考え方

• 考え方の違いで提供カリキュラムも変わる。
• 業態によって狙いが変わってくる？
• 県内の企業が求めている方向はどっち？

CUU
絞るべきか？ 絞らないか？

参画対象企業の考え方

• 経営者向けか、従業員向けか？
• ゼロイチで講座設計するか？既存講座を活用するか？

絞り込むか？ 広範に用意するか？
提供コンテンツ

• 成功例創出に向け、戦略的に企業群・産業領域を絞るべきか？
• 県内広くの全業種・全業態を対象とするか？

並走支援機能の是非 離職者の取り扱いその他：

既存の産業分野 新産業の創出
• 県が目指す戦略と方向性を合致する必要性は？
• 多数の中小企業を巻き込むためのシナリオ策定。

攻略分野・産業

CUU運営に向け、各領域における課題を提⽰いただきました。
この論点に沿って、WGおよび庁内で議論を⾏ってまいりました。

11月送付 中間報告資料より



【いただいたご意⾒】 【議論の総括】

リスキングは経営戦略
労使共同でCUUに参加

・「やまなしキャリアアップ・ユニバーシティ構想」の基本理念において「労使が共益関係を育む中で、働き⼿
のスキルアップによる⽣産性向上、企業の収益向上の好循環を⼭梨で実現する」としており、労使共同で
⾏うことが前提のストラクチャーとなっている。
・受講対象はスリーアップ宣言企業の従業員（宣言企業への求職者も含む）である。５項目ある宣言
のうち２項目は「労使の共益関係の構築」に関するものであり、経営者代表と労働者代表の両名で宣言
していただくこととしている。
・受講の申し込みは個⼈ではなく会社に⾏っていただくこととしており、受講料も会社負担。

①
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経営者への伴走支援が
必要

・経営者の⼈的資本経営を支援するため、ＣＵＵでは受講⽣を派遣する経営者に対し、⼈財育成プラン
の作成支援を⾏うこととしている。
・経営課題に関する支援については、中小企業等の経営革新を総合的に支援するやまなし産業支援機
構や各経済団体等と連携しながら取り組んでいく。スリーアップ推進協議会には産業支援機構や各経済
団体の皆様もオブザーバーとして参画していただいており、今後も緊密に連携していく。
・なお、ＣＵＵでは、キャリアコンサルタントが受講前の学ぶ動機付けから受講後の実践まで伴走支援し
ており、経営者を対象とした経営マネジメント講座も同様。
・また、課題解決のヒントを得るという点では、受講後の交流会の開催やメーリングリストの作成により、講
師も含め受講⽣同⼠の講座の振り返りや意⾒交換が活発に⾏われているところ。4月以降はポータルサイ
ト上に専⽤のコミュニティルームを作成し、受講中・受講後の交流ができるよう構築中。

②

攻略分野／攻略産業にも
県が目指すべき戦略と

方向性を合致させるべき

・⼭梨県総合計画に記載の戦略的分野に関して、既存の講座を外部講座として取り⼊れていく。
（例）医療機器産業技術⼈材養成講座、⽔素・燃料電池技術⼈材養成講座、

高付加価値型の観光産業⼈材養成講座
③

「収益UP」の考え方
（トップラインUP?／
効率性UP︖・・・）

にも整理が必要

・「収益UP」の考え方は経営状況やフェーズにより企業により様々。経営者が自社の経営状況や課題を
的確に捉え、課題の解決に向けたプランを作成・実⾏できるよう、経営マネジメントに関する講座の充実を
図る。
・また、経営者が課題に応じた講座を選択できるよう、コーディネーター等が支援していく。

④

いただいたご意⾒への対応



提供コンテンツは会社の
意思（成⻑戦略）と連動

されているべき

・提供コンテンツ（講座）は「キャリアアップ・ユニバーシティ構想」において育成する⼈材タイプを整理し作
成している。
・一元化する外部講座を含め、ＣＵＵに設置するコーディネーターや、受講前のキャリアコンサルタントによ
る事前⾯談等の際に、経営者が成⻑戦略と連動する講座を選択できるよう支援する。

⑤

【いただいたご意⾒】
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【成功モデル創出期】
参画対象企業を戦略的に
絞るのか︖全く絞らないの

か︖

・ターゲットとする企業像・対象者を明確にして講座内容を作成し集中的にＰＲしつつ、受講申し込みは
企業を制限せず受け付けることとする。
・Ｒ６の講座では、基幹産業である製造業を対象とした講座を実施する。今後も機械電子産業や観光
業などを対象とした講座を開講していく。
・幅広い業種の受講者が集まる講座では、グループワーク等講義の中で課題の共有や納得感を得るため、
製造業、サービス業など対象を限定したものも検討する。

⑥

【成功モデル創出期】
提供コンテンツは戦略的に
絞るのか︖全く絞らないの

か︖

・企業の中間層がマネジメント教育を受けておらず育成が進んでいない。「理想の上司像」がなく社員が
将来像を描けない。これでは離職率が高くなってしまう。
・まずは経営者が⼈材育成の重要性を理解することが重要であり、重点的に実施すべき。

⑦

【議論の総括】

いただいたご意⾒への対応



取り組み状況の把握⑧
・スリーアップに関する企業の理解がどこまで進んでいるのかを把握するのがスタート。
・まずはスリーアップの理解を聞き、次のステップとして、取り組みができていないのであればそれはなぜか、
CUUを受講しないのはなぜかという原因を探るのが良いのではないか。
・⼈材育成には時間がかかる。スリーアップの定着は息の⻑い取り組みだと思う。

【いただいたご意⾒】

成功モデルを創出する
ための広報⑨

●広報全体戦略 
誰に、何を、いつ、どのように伝えるか、の整理に沿った設計をし実施していきたい。 

■誰に 
期初は経営者優先。特に⼈的資本経営の理解度が高い経営層の巻き込みがポイント。
そのためには、アーリーマジョリティ経営層＝⼈的資本経営に興味あり／活⽤機会を伺っている層に「興味
関心を持ってもらう」ために、彼らの観点・文脈で伝えていくことが鍵となる。 
■何を 
経営者相⼿に「その⼿があったか︕」と思わせることができるとよい。 経営者のCUUへの取り組み姿勢や、
成功事例を探してPRしていきたい。 
■いつ 
広報の主眼を「経営者マインドの変容」と据えることとしたい。
時期特定する必要まではないが、早めのコンテンツ収集を進めたい。  
■どのように伝えるか 
一方的な情報提供にならないように気をつけるべき。 何を伝えるか、と同じくターゲット＝⼈的資本経営に
興味あり／活⽤機会を伺っている経営者の視点で「何がフックになるか」を検討。
自身の抱える経営課題がクリアされる、などは格好の視点 
●県庁内での「情報発信一元管理」の可能性を探る 
外向けの発信情報の⾒え方（特に表現）が散逸しない方がコミュニケーション速度や濃度が上がる。 
３UP／CUUの広報は一元管理したほうがよい。 
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【議論の総括】

いただいたご意⾒への対応



 令和６年度におけるCUU提供サービスについて
（講座、対象者など）
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フォーラム委員から頂いた意⾒への対応

 働き⼿に対してと同様に経営者に対しても並走支援機能が必要
⇒ P21 やまなしキャリアアップユニバーシティの特徴
※キャリアコンサルタント等が、受講前の学ぶ動機付けから、受講後の課題解決に向けた実践まで伴走支援
※企業の⼈材育成プランの策定を実施
※経営層を対象とした講座（経営マネジメントや⼈的資本投資等）を重点的に実施し、経営者にも伴走支援を提供

 攻略分野／攻略産業にも県が目指す戦略と方向性を合致させるべき
⇒ P26〜27 「一元化する講座の考え方」と「全体像」について
※イノベーション⼈材育成のオリジナル講座の開設
※医療機器関連産業や⽔素・燃料電池関連産業等の外部講座を一元化（協議中）

 参画対象企業を戦略的に絞るのか︖
⇒ P26〜27 「一元化する講座の考え方」と「全体像」について
※ものづくり⼈材に関しては県の基幹産業である製造業を、おもてなし講座は観光業を中心にPR
※受講者からの口コミによる広がりや受講⽣同⼠の創発の場となることも期待し、幅広い産業からの受講⽣を受け⼊れ。

 提供コンテンツは、戦略に絞るのか︖
⇒ P26〜27 「一元化する講座の考え方」と「全体像」について
※経営マネジメントや⼈的資本投資に関する講座を重点的に実施
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特にご意⾒をいただきたいポイント

1. Ｒ6運営に向けた課題と対応案（Ｐ25）について、課題認識や対応案は適当か。

2. Ｒ6講座の「ＣＵＵが一元化する講座の考え方」と「全体像」（Ｐ26、27）について、提供する講座の整理
やオリジナル講座のターゲット等、新たな視点や不⾜している点はあるか。

3. Ｒ6の運営に関するポイントは適当か。
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CUUの特徴

やまなしキャリアアップユニバーシティの特徴

 やまなしキャリアアップ・ユニバーシティは、⼭梨県の豊かさ共創に向けた実践的なスキル・ノウハウを学ぶ場
 講座の受講に留まらず、「受講前〜受講後」の伴走支援を⾏い、“実践“させるマインド醸成と支援を⾏う
 やまなしキャリアアップ・ユニバーシティは、⼭梨県の豊かさ共創に向けた実践的なスキル・ノウハウを学ぶ場
 講座の受講に留まらず、「受講前〜受講後」の伴走支援を⾏い、“実践“させるマインド醸成と支援を⾏う

① 受講前から受講後まで、キャリアコンサルタント等が伴走し、学ぶ動機付け・学びの実践までを支援
〜自身の豊かさ向上に向けて “キャリアを考え、学びを継続する” 習慣の定着〜

② 講座内容も“実践”に重きを置くことで、“各講座の分野での企業内実践リーダーの育成”を支援

CUU
オリジナル講座

③ オリジナル講座の受講⽣には、出席回数、事前課題の提出率、アウトプットの質などを評価し４段
階の成績（A,B,C,D）を付けるとともに、C以上の受講⽣には、修了証を交付する。
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Ｒ5講座の実施状況（１／２）

 R5年度は企業の成⻑を支える3つの講座を提供
 各講座は2ｈ（2.5ｈ）×5日間で定員各20名で実施
 座学＋グループ討議、フィールドワークにより実践につながる学びを提供

 R5年度は企業の成⻑を支える3つの講座を提供
 各講座は2ｈ（2.5ｈ）×5日間で定員各20名で実施
 座学＋グループ討議、フィールドワークにより実践につながる学びを提供

No. 講座 想定対象者 講師 講座内容

1
経営マネジメント

講座

受講⽣22名

• 経営層
• 次期経営層
• 経営企画業務
従事者

• NTT DXパートナー ⻑⾕部
（グロービス_経営戦略講師）
• ⼭梨総合研究所 今井理事⻑
• 株式会社ササキ

• 経営戦略の基礎を実際の中⼩企業事例で学ぶ
• 経営デザインシート、実⾏プランの策定を⾏う
• 株式会社ササキの経営戦略をケース化し、疑似体験しながら学ぶ

2
DX実践講座

受講⽣21名

• 経営層
• 管理・ﾘｰﾀﾞｰ層
• 従業員層

• NTT DXパートナー 専属講師
• 地域企業のDX推進担当者
（（株）ラッキーアンドカンパニーなど）

• DXが必要な背景を学術的に学び理解する
• 実事例をベースにDX推進の手法を体験・理解する
• 自社にDXがどのように展開できるか、自分事として検討する
• 県内企業（ラッキーアンドカンパニー）から、デジタル技術を使った事業・
業務の変革方法と、従業員・経営者のマインドセットを学ぶ

3
ホスピタリティ
・共感⼒講座

受講⽣24名

• 経営層
• 管理・ﾘｰﾀﾞｰ層

• 瀬⼾川礼⼦
• 地域企業の経営者

• ビジネスの基礎となるコミュニケーションを理論化し、改善に向けた実践手
法を学ぶ

• 「ホスピタリティと共感によるサービスの付加価値とは何か」を学び、講義の
中で各自の現場課題の解決を実践
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 1月17日に「経営マネジメント講座」を、23日に「ホスピタリティ・共感⼒講座」を、25日に「DX実践講座」を
順次開講。

 受講⽣同⼠のつながり創出・新たな価値創造の場とするため、初回講座終了後に交流の場を設定

 1月17日に「経営マネジメント講座」を、23日に「ホスピタリティ・共感⼒講座」を、25日に「DX実践講座」を
順次開講。

 受講⽣同⼠のつながり創出・新たな価値創造の場とするため、初回講座終了後に交流の場を設定

Ｒ5講座の実施状況（２／２）
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CUUオリジナル講座（参考）
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これまでいただいたご意⾒とＲ6講座運営に向けた対応案

 これまでにいただいたフォーラム・講座認定ＷＧ委員のご意⾒、講座運営の課程で把握した経営者・受講⽣
の声をＲ6の運営に反映

 これまでにいただいたフォーラム・講座認定ＷＧ委員のご意⾒、講座運営の課程で把握した経営者・受講⽣
の声をＲ6の運営に反映

ご意⾒ 対応（案）

企業
(派遣側)

▲従業員に何を学ばせるか、具体的な育成計画がない
▲「誰を」「どの講座に」派遣すればよいかわからない
▲学びに生かせた後、自社へ還元してもらえるのか ○人材育成の重要性を学ぶ講座を重点的に実施

○キャリア形成とスキルアップが連動するよう、キャリア
コンサルタントによる⽀援を継続

○企業の人材育成プラン策定⽀援を継続

○受講後の伴走⽀援や受講生のコミュニティ形成に
より実践への意欲を継続・向上

○オリジナル講座と一元化する外部講座の考え方
を整理し、ワンテｰブル化

○わかりやすい講座名やシラバス提供により講座の
狙いや内容を明確化し、派遣者すべき従業員の
イメージ明確化につなげる

従業員
▲受講のメリットやスキルの活かし方がわからない
▲学ぶスキルについて会社と共通認識を持てていない
▲目指すべきキャリアの設計の仕方がわからない、必要性を感じて

いない

フォーラム

▲働き手と同様に経営者に対しても併走⽀援機能が必要
▲攻略分野・戦略産業と方向性を合致すべき
▲参画対象企業の絞り込み
▲提供コンテンツの絞り込み（経営者か従業員か、オリジナル講座

の設計か既存講座活⽤か）

講座認定
WG

▲学びを実践につなげる⽀援体制を強化すべき
▲既存の数多くある講座とCUU講座の違いを整理するべき
▲企業が派遣する従業員をイメージできるよう講座の「ターゲット」を

明確にした方がよい
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ＣＵＵが一元化する講座の考え方

一元化講座CUUオリジナル講座

 企業内の「実践リーダー」を育成する目
的

 戦略分野（⽔素燃料電池・医療等）
 国家資格取得・認定、職業訓練
 学術的分野（大学等との連携）

期
間  2.5ヶ月、5日間程度  数時間〜数ヶ月など

⼿
段

 対⾯中心
 理論→実践のサイクルを、

グループワーク・課題等を⽤いて学ぶ
 対⾯／オンライン

費
⽤  1.5万〜5万円  数千円〜数万円

企業・受講⽣が選択

 CUUが提供するオリジナル講座は、「対象者や目的（＝受講により提供する価値）」を明確化し、「企業が受
講⽣を送り出しやすい・働き⼿が受講しやすい」ラインナップとする。

 戦略分野や国家資格取得、職業訓練等は、既存の講座を外部講座として一元化
 収益アップや新たな価値創造を目指し、企業とコラボした講座を作成すべく協議を進⾏中

コラボ講座
※三菱鉛筆(株)×CUU
※(株)イマジナ×CUU 等
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Ｒ6講座の全体像

階層 経営戦略 DX ホスピタリティ ものづくり イノベーション 新産業

経営層
社⻑
役員

管理者層
部⻑
課⻑

実務者
リーダー層

課⻑・主任・
係⻑

従業員層

リーダーシップ論

経営デザインシート
から自社の戦略を作る

現場から変える
DX実践講座

観光業）
おもてなし品質向上

製造業）
製造プロセスの
可視化による

経営課題分析講座

一般講座CUUオリジナル講座

次期経営者
育成講座

経営戦略論
SWOT分析の仕方 デザイン思考体験

⽣成AI等
最新技術を知る

経営者から学ぶ
経営論（哲学）

ビジネスマナー

コミュニケーション
基礎講座

DX戦略策定講座
（DX方針の策定）

【県内企業×CUU】
新規事業創出講座

コミュニケーションでの
組織改善・構築講座

製造業の
最新トレンドを知る

新⼊社員講座
最新マシーンを触る

最新の
社会課題を知る

イノベーション
起業に向けた

マインドセット講座

経営者から学ぶ
マインド変革セミナー

【三菱鉛筆×CUU】
デザイン思考体験WS

起業の基礎
ファイナンス・資⾦調達

コラボ講座

医療機器産業技術⼈材養成
⽔素・燃料電池技術⼈材養成

【イマジナ×CUU】
マネジメントセミナー

【イマジナ×CUU】
マネジメントセミナー

【イノベーションベース
×CUU】
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⼭梨県が求める⼈材タイプ（参考）
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 スリーアップ宣言とCUU参加の連動性向上に向けた現状把握
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対 象 意 見 対 応

基盤構築検証
WG

（取り組み状況の把握について）
・企業でも各施策の内容や関連性について理解が追いついていないと感じる
・まずはスリーアップの理解を聞き、次のステップとして、取り組みができて
いないのであればそれはなぜか、CUUを受講しないのはなぜかという原因を探
るのでは。
・宣言企業に動きがないのであれば、アンケートを企業の動機づけにつなげる
手もある。
・企業のスリーアップの取り組みの入り口を作り、次のステップとしてスキル
アップにつなげるという流れがよい。
・人材育成には時間がかかる。スリーアップの定着は息の⻑い取り組み。

・企業の取り組みのス
タートを支援するため、
まずは宣言企業の現状を
把握しするためのアン
ケートを行う。

・アンケート結果を今後
の講座内容や改善策の検
討の基礎資料とする。

講座受講前の
企業・従業員
の声

(企業)
・人材育成に関する具体的な計画がない。
・学びに行かせた後、自社への還元してくれるのかを懸念している。

(従業員)
・目指すべきキャリアの設計の仕方がわからず、必要性を感じていない。
・学ぶスキルについて会社と共通認識を持てていない。

企業の現状に関するWG等のご意⾒
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（１）目的
・スリーアップに関する宣⾔企業の現状を把握する
・講座内容や今後の改善策検討の基礎資料を得る。

（２）対象︓宣⾔企業（200社想定）の経営者・従業員（オンライン調査）

（３）内容（案）
スリーアップに対する理解、希望する⽀援策、受講したい講座の内容 等

（４）スケジュール（想定）
・１月 受講前キャリアコンサルタントによる現状把握（順次実施中）
・２〜３月 講座実施
・３月下旬 受講後アンケート
・４〜５月 アンケート設計
・６〜７月 アンケート実施

アンケートについて
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 CUU認知獲得と参加者増⼤に向けた広報戦略
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広報戦略の方向性

誰に

何を

いつ

どの
ように

 2024年度（4ー3月）

 ⾒極めの視点
（１）成功事例を創り出せそうな経営者
（２）広報でアピールしていくターゲット層

 具体的なメディア展開案を検討

 経営者自身が「自己投影できる経営課
題」を「問いかけ型アプローチ」で。

 ⼭梨県内の企業の代表的な経営課題、
かつ共感を持たれそうな経営課題を列挙

伝えるか
 「伝える」ことと「伝わる」ことの違い
 ターゲットインサイトに沿ったコミュニケー

ションが肝要

 年間を通じた広報グランドスケジュール策定
 時期に応じたメッセージ組み⽴て
 知事定例会⾒の有効活⽤

（１）県内で既に成功しているとみられている企業の抽出
（２）県内の「経営課題が顕在化している」「成⻑戦略がある」企業

の抽出

 県のオウンドメディアを活⽤したメッセージ発信（HP、インデプス、
SNS、イベント内周知等）

 ターゲットに合ったメディア選定による発信

 県内企業の典型的な課題例→経済団体ヒアリング、アンケート確認
 フォーラム委員へのヒアリング→リスキリング事例ご紹介

※R5年度︓成功パターン例をまとめた動画作成

 ターゲットの琴線に触れ、⾷いついてくれるポイントが⾒極められれば、
自ずと「伝わる」コミュニケーションが成⽴する。

視点 可能性のある戦術

広報戦略WGからの提言
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経営者に

共感される
経営課題

一年を
通じて

県保有媒体
も有効活用

伝わる
ように

結論

 経営者が抱える経営課題のうち、従業員のスキル習得で解決し得るものがあることへの気づき誘発とそのスキ
ル習得に有効な仕組みがCUUへの参加であり、その参加のために３UP宣言が必要であることの訴求。



 フォーラムでご議論いただきたいこと
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Ｒ6年度のCUU運営のポイント

 成功モデル創出期において、CUUが本格稼働するＲ6年度は、CUUコンテンツの充実と
スリーアップ宣言企業の更なる拡大に取り組む。

 一方、構想実現への取り組みはスタートを切ったところ、企業のスリーアップ推進への理解
はこれから。

 ⾜下を固め、取り組みの更なる拡大を目指すＲ6年度のCUU運営のポイントは次のとおり。

 成功モデル創出期において、CUUが本格稼働するＲ6年度は、CUUコンテンツの充実と
スリーアップ宣言企業の更なる拡大に取り組む。

 一方、構想実現への取り組みはスタートを切ったところ、企業のスリーアップ推進への理解
はこれから。

 ⾜下を固め、取り組みの更なる拡大を目指すＲ6年度のCUU運営のポイントは次のとおり。

１ 人材育成への意識を⾼めるアクションを重点的に実施する。

２ 学びが実践やキャリアアップにつながるよう、CUU提供コンテンツの充実を図る。

３ 構想の理念を広く普及するため、広報を積極的に展開する。

１ 人材育成への意識を⾼めるアクションを重点的に実施する。

２ 学びが実践やキャリアアップにつながるよう、CUU提供コンテンツの充実を図る。

３ 構想の理念を広く普及するため、広報を積極的に展開する。

35



36

 講座に関して
 Ｒ6運営に向けた課題と対応案（Ｐ25）について、課題認識や対応案は適当か。

 これまでにいただいたフォーラム・講座認定ＷＧ委員のご意⾒、講座運営の課程で把握した経営者・受講⽣
の声をＲ6の運営に反映

 これまでにいただいたフォーラム・講座認定ＷＧ委員のご意⾒、講座運営の課程で把握した経営者・受講⽣
の声をＲ6の運営に反映

ご意⾒ 対応（案）

企業
(派遣側)

▲従業員に何を学ばせるか、具体的な育成計画がない
▲「誰を」「どの講座に」派遣すればよいかわからない
▲学びに生かせた後、自社へ還元してもらえるのか ○人材育成の重要性を学ぶ講座を重点的に実施

○キャリア形成とスキルアップが連動するよう、キャリア
コンサルタントによる⽀援を継続

○企業の人材育成プラン策定⽀援を継続

○受講後の伴走⽀援や受講生のコミュニティ形成に
より実践への意欲を継続・向上

○オリジナル講座と一元化する外部講座の考え方
を整理し、ワンテｰブル化

○わかりやすい講座名やシラバス提供により講座の
狙いや内容を明確化し、派遣者すべき従業員の
イメージ明確化につなげる

従業員
▲受講のメリットやスキルの活かし方がわからない
▲学ぶスキルについて会社と共通認識を持てていない
▲目指すべきキャリアの設計の仕方がわからない、必要性を感じて

いない

フォーラム

▲働き手と同様に経営者に対しても併走⽀援機能が必要
▲攻略分野・戦略産業と方向性を合致すべき
▲参画対象企業の絞り込み
▲提供コンテンツの絞り込み（経営者か従業員か、オリジナル講座

の設計か既存講座活⽤か）

講座認定
WG

▲学びを実践につなげる⽀援体制を強化すべき
▲既存の数多くある講座とCUU講座の違いを整理するべき
▲企業が派遣する従業員をイメージできるよう講座の「ターゲット」を

明確にした方がよい

フォーラムでご議論いただきたいこと
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のその先に、魅力あふれる地域の個性を。
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ＣＵＵが一元化する講座の考え方

一元化講座CUUオリジナル講座

 企業内の「実践リーダー」を育成する目
的

 戦略分野（⽔素燃料電池・医療等）
 国家資格取得・認定、職業訓練
 学術的分野（大学等との連携）

期
間  2.5ヶ月、5日間程度  数時間〜数ヶ月など

⼿
段

 対⾯中心
 理論→実践のサイクルを、

グループワーク・課題等を⽤いて学ぶ
 対⾯／オンライン

費
⽤  1.5万〜5万円  数千円〜数万円

企業・受講⽣が選択

 CUUが提供するオリジナル講座は、「対象者や目的（＝受講により提供する価値）」を明確化し、「企業が受
講⽣を送り出しやすい・働き⼿が受講しやすい」ラインナップとする。

 戦略分野や国家資格取得、職業訓練等は、既存の講座を外部講座として一元化
 収益アップや新たな価値創造を目指し、企業とコラボした講座を作成すべく協議を進⾏中

コラボ講座
※三菱鉛筆(株)×CUU
※(株)イマジナ×CUU 等

 講座に関して
 「一元化する講座の考え方」と「全体像」（P26、27）について、提供する講座の整理

やオリジナル講座のターゲット等、新たな視点や不⾜している点はあるか。

フォーラムでご議論いただきたいこと
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のその先に、魅力あふれる地域の個性を。
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 講座に関して
 「一元化する講座の考え方」と「全体像」（P26、27）について、提供する講座の整理

やオリジナル講座のターゲット等、新たな視点や不⾜している点はあるか。

フォーラムでご議論いただきたいこと

Ｒ6講座の全体像
階層 経営戦略 DX ホスピタリティ ものづくり イノベーション 新産業

経営層
社⻑
役員

管理者層
部⻑
課⻑

実務者
リーダー層

課⻑・主任・
係⻑

従業員層

リーダーシップ論

経営デザインシート
から自社の戦略を作る

現場から変える
DX実践講座

観光業）
おもてなし品質向上

製造業）
製造プロセスの
可視化による

経営課題分析講座

一般講座CUUオリジナル講座

次期経営者
育成講座

経営戦略論
SWOT分析の仕方 デザイン思考体験

⽣成AI等
最新技術を知る

経営者から学ぶ
経営論（哲学）

ビジネスマナー

コミュニケーション
基礎講座

DX戦略策定講座
（DX方針の策定）

【県内企業×CUU】
新規事業創出講座

コミュニケーションでの
組織改善・構築講座

製造業の
最新トレンドを知る

新⼊社員講座
最新マシーンを触る

最新の
社会課題を知る

イノベーション
起業に向けた

マインドセット講座

経営者から学ぶ
マインド変革セミナー

【三菱鉛筆×CUU】
デザイン思考体験WS

起業の基礎
ファイナンス・資⾦調達

コラボ講座

医療機器産業技術⼈材養成
⽔素・燃料電池技術⼈材養成

【イマジナ×CUU】
マネジメントセミナー

【イマジナ×CUU】
マネジメントセミナー

【イノベーションベース
×CUU】



フォーラムでご議論いただきたいこと
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 浸透状況、取り組み進捗の把握に関して
 アンケートの⼿法や項目等についてご意⾒をいただきたい。
 今後、取り組みの進捗を把握する場合、どのような指標が考えられるか。
（例:従業員満⾜度、離職率低下、収益/総労働時間による生産性向上、

税収・利益・賃⾦スキルという３点セット等）

対 象 意 見 対 応

基盤構築検証
WG

（取り組み状況の把握について）
・企業でも各施策の内容や関連性について理解が追いついていないと感じる
・まずはスリーアップの理解を聞き、次のステップとして、取り組みができて
いないのであればそれはなぜか、CUUを受講しないのはなぜかという原因を探
るのでは。
・宣言企業に動きがないのであれば、アンケートを企業の動機づけにつなげる
手もある。
・企業のスリーアップの取り組みの入り口を作り、次のステップとしてスキル
アップにつなげるという流れがよい。
・人材育成には時間がかかる。スリーアップの定着は息の⻑い取り組み。

・企業の取り組みのス
タートを支援するため、
まずは宣言企業の現状を
把握しするためのアン
ケートを行う。

・アンケート結果を今後
の講座内容や改善策の検
討の基礎資料とする。

講座受講前の
企業・従業員
の声

(企業)
・人材育成に関する具体的な計画がない。
・学びに行かせた後、自社への還元してくれるのかを懸念している。

(従業員)
・目指すべきキャリアの設計の仕方がわからず、必要性を感じていない。
・学ぶスキルについて会社と共通認識を持てていない。



フォーラムでご議論いただきたいこと
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 広報戦略に関して
 ＣＵＵの認知獲得と３ＵＰ宣言への動機づけを図るため、必要となる広報の視点や

考え方、打ち⼿は何か。
 経営者の琴線に触れ、食いついてくれそうなポイントは何か。
 広報のネタとして何を取り上げて発信すべきか。
 ⼿段として、どういうメディア展開が有効か。


